
■保証書
保証書は販売店・お買い上げ年月日等の記入をお確かめのうえ、販売店よりお受け取りくだ
さい。保証書と裏面の保証規定の内容をよくご覧のうえ、大切に保管してください。

■修理に出されるときは
保証期間内は、保証規定に基づいて修理いたします。本機およびご使用中のACアダプタ・
テープカートリッジなど一式と保証書をお買い上げの販売店、または「テプラ」取扱店まで
お持ちください。保証期間後も、修理によって使用可能なときは、ご要望により有償で修理
いたします。商品をお買い上げの販売店、または「テプラ」取扱店までお持ちください。
なお、修理・検査をおこなうと、登録されているファイル・入力した文章のデータや学習内
容などは消去されます。また、修理のとき一部代替部品を使わせていただくことがあります。
あらかじめご了承ください。

■お問い合わせ
アフターサービスについてご不明な点やご相談は、お買い上げ販売店、「テプラ」取扱店ま
たは当社お客様相談室にお問い合わせください。

同梱品がすべて揃っているか、確認してください。

アフターサービスについて

同梱品の確認

基本操作マニュアル
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1. 「テプラ」PRO SR170 本体
2. ACアダプタ（AC0615J）
3. 試用 PROテープカートリッジ
4. 保証書
5. 基本操作マニュアル（本書）

このたびは、ラベルライター「テプラ」PRO SR170をお買い上げいただき、
ありがとうございます。
本書は「テプラ」PRO SR170の使いかたを説明しています。
ご使用前に必ずお読みください。

SR170

お使いになる方や他の人々への危害、財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守りいただきたい事
項を次のように表示しています。
本機をご使用のときは、必ず取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

● 表示された指示内容を守らずに、誤った使用によって起こる危害および損害の度合いを、次のよ
うに説明しています。

● 次の絵表示で、お守りいただきたい内容を説明しています。

安全上のご注意 …必ずお守りください！

この表示を守らずに、誤った使いかたをすると、「死亡または重傷などを負
う可能性があり、かつその切迫の度合いが高い危害が想定される」内容を
示しています。

この表示を守らずに、誤った使いかたをすると、「死亡または重傷などを負
う可能性が想定される」内容を示しています。

この表示を守らずに、誤った使いかたをすると、「軽傷を負う可能性または
物的損害が発生する可能性が想定される」内容を示しています。

表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

表示は、してはいけない「禁止」内容です。

表示は、必ず実行していただきたい「強制」内容です。

電池の取り扱いについて
電池の液が目に入ったときは、失明など傷害のおそれがありますので、こすらずにすぐに
水道水などの多量のきれいな水で充分に洗ったあと、医師の治療を受けてください。

オートカッターについて
印刷中もしくはカッター作動中にテープ出口付近を指で触れないでください。指を切るお
それがあります。

その他
本機の上に物をのせたり、ぐらついた台や傾いたところなど、不安定な場所に本機を置か
ないでください。落下したり、倒れたりしてけがをするおそれがあります。

電源が入っている状態でACアダプタを抜かないでください。正常に印刷できなくなるお
それがあります。

「テプラ」で得られるラベルについて
塩化ビニールのように可塑剤入り材料など被着体の材質、環境条件、貼り付け時の状況な
どによっては、ラベルの色が変わる、はがれる、文字が消える、被着体からはがれない、
ノリが残る、ラベルの色が下地にうつる、下地がいたむなどの不具合が生じることがあり
ます。使用目的や接着面の材質を充分確認してからご使用ください。なお、これによって
生じた損害および逸失利益などにつきましては、当社ではいっさいその責任を負いかねま
すのであらかじめご了承ください。

ACアダプタについて

専用ACアダプタ（AC0615J）以外のアダプタは、使用しないでください。故障したり、過熱、
発煙するおそれがあり、火災・感電の原因となります。

ACアダプタは、指定された電源電圧以外の電圧では使用しないでください。故障したり、
過熱、発煙するおそれがあり、火災・感電の原因となります。

ACアダプタのコードを引っ張ったり、コードの上に重いものをのせないでください。火災・
感電の原因となります。

電池の取り扱いについて

電池の    と    を逆にして使用しないでください。充電やショートなどで異常反応を起こし
たりして、電池を漏液、発熱、破裂させるおそれがあります。

電池の液をなめた場合には、すぐにうがいをして医師に相談してください。

電池の液が皮膚や衣服に付着した場合には、皮膚に傷害を起こすおそれがありますので、
すぐに水道水などの多量のきれいな水で洗い流してください。

新しい電池と使用した電池や古い電池、銘柄や種類の異なる電池などを混ぜて使用しない
でください。特性の違いから、電池を漏液、発熱、破裂させるおそれがあります。

使い切った電池はすぐに本機から取り出してください。使い切った電池を本機に接続した
まま長期間放置しますと、電池から発生するガスにより、電池を漏液、発熱、破裂させたり、
本機を破損させるおそれがあります。

長期間本機を使用しない場合には、本機から電池を取り出してください。電池から発生す
るガスにより、電池を漏液させたり、本機を破損させるおそれがあります。

電池の使いかたを誤ると、電池が漏液、発熱、破裂したりけがや機器故障の原因となるので、
電池の外装ラベルやパッケージの注意書に従って正しく使用してください。

充電式ニッケル水素電池を使用する場合には、お使いの充電器および電池の取扱説明書に
従って正しく使用してください。

その他

本機を踏んだり、落としたり、叩いたりなど、強い力や衝撃を与えないでください。破損
することがあり火災・感電の原因となります。破損した場合には、電源を切りACアダプ
タをコンセントから抜き、販売店へご連絡ください。そのまま使用すると、火災・感電の
原因となります。

ぬれた手で本機やACアダプタ、プラグを操作しないでください。故障や火災・感電の原
因となります。

本機や基本操作マニュアル（本書）が入っていた袋は、お子様がかぶったり、飲み込んだ
りしないように、手の届かないところに保管または破棄してください。窒息のおそれがあ
ります。

本機にお茶、コーヒー、ジュースなどの飲物をこぼしたり、殺虫剤を吹きかけたりしない
でください。故障や火災・感電の原因となります。水などをこぼした場合には、電源を切
りACアダプタをコンセントから抜き、販売店へご連絡ください。そのまま使用すると、
火災・感電の原因となります。

本機を分解、または改造しないでください。火災・感電の原因となります。また、本書に
記載されていない操作はしないでください。事故や故障の原因となります。

■ テープカートリッジを落としたり、分解しないでください。故障の原因となります。
■ テープ出口から出ているテープを引っ張ったり、押し込んだりしないでください。故障の原因と
なります。

■ テープカートリッジは直射日光・高温・多湿・ホコリを避け、冷暗所に保管してください。テー
プカートリッジ開封後はできるだけ早めにお使いください。

お客様登録をしていただきますと、製品・サービスに関する情報提供やお問い合わせの受付など、
キングジムがご提供するサポート・サービスを受けることができます。

お客様の個人情報の取り扱いについて

お客様からいただいた個人情報は、以下の目的で使用し、厳正な管理をいたします。
サービスやサポートのご提供・商品のご案内・統計情報としての利用・製品の改善等

なお、当社の個人情報の取り扱いの詳細につきましては、下記の当社ホームページをご覧ください。

■ 本機の使用にあたっては「安全上のご注意」をよくお読みになり、その指示に従ってください。
■ ACアダプタは、使い終わったら本機から抜き、コンセントからも抜いておきましょう。コード
を引っかけるなどの思わぬ事故を防げます。

■ 直射日光の当たる場所、車内など熱がこもる場所、暖房器具や熱器具の近くなど温度が異常に高
い場所や低い場所、湿気やホコリの多い場所でのご使用、保管はおやめください。

■ 人体、生き物、公共の場所や他人の持ち物などにはラベルを貼らないでください。
■ ACアダプタ差込み口、テープ出口などに物をつめたり、ふさいだりしないでください。
■ 印刷ヘッドには、絶対に手を触れないでください。
■ 本機の性能を十分に発揮するため、キングジム純正「テプラ」PROテープカートリッジ（4、6、
9、12、18mm幅）をお使いください。キングジム純正テープカートリッジ以外を使用した場合
の不具合については、責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

■ 使い終わったテープカートリッジのご使用や、テープカートリッジをセットせずに         を押す
ことはおやめください。印刷ヘッドが過熱し故障の原因となります。

■ テープ送りは、必ず       ＋         （＝テープ送り）でおこなってください。無理に手で引っ張っ
たりすることは、絶対におやめください。テープ出口から出ているテープを引っ張ると、正常に
印刷がおこなえず、そのテープカートリッジが使用不能になることがあります。

■ テープカートリッジはていねいに扱い、衝撃を与えないでください。
■ キーボードの操作はていねいにおこなってください。乱暴な操作は故障の原因となります。また、
ペン先などの鋭利なものでのキー操作は絶対におやめください。

■ 幅の狭いテープや短いラベルを排出するときに、カットされたラベルが飛び出す場合があります。
■ テープをハサミで切るときに指をはさまないように注意してください。
■ オート・パワーオフ機能に頼らず、ご使用後は必ず電源を切ってください。
■ 電源を切るときには終了のメッセージが表示されます。メッセージ表示中は終了処理をしていま
すので、ACアダプタを抜かないでください。

■ 長時間使わないときは、電池、ACアダプタ、テープカートリッジを本機から取りはずしてくだ
さい。本機、電池、ACアダプタ、テープカートリッジは、直射日光、高温多湿、磁気や振動、
ホコリなどを避けて冷暗所に保管してください。

■ 長期間電池を入れたままにしておくと、電池から液漏れすることがあります。電池に記載してあ
る使用推奨期限を目安にお取り換えください。

■ 寿命となった電池は、定められた条例に従って廃棄してください。
■ 本書に記載されていない操作はおこなわないでください。事故や故障の原因となることがあります。
■ 取扱説明書に記載された内容、仕様、デザインなどは予告なく変更されることがあります。
■ 本書で使用しているラベル見本はすべてイメージです。本機で印刷したラベルを、説明用に縮小
や余白の調整をして使用しています。

テープカートリッジの取り扱いについてのご注意

その他のご注意

お客様登録のお願い

お客様登録はこちらから     https://kingjim.jp/user/

おもな仕様

1. 上カバーつまみ
2. テープ確認窓
3. ディスプレイ
4. ACアダプタ差込み口
5. ハンドル

●ACアダプタはしっかりと接続されていま
すか？
　本機のACアダプタ差込み口とコンセン
トにしっかりと接続してください。

●電池は正しくセットされていますか？
　電池の向きが        逆にセットされている
と電源はONになりません。電池ケース
の中に刻印されている向きに、すべての
電池が正しくセットされているか確認し
てください。

●専用ACアダプタ以外のACアダプタを
使用していませんか？

　専用のACアダプタ（AC0615J）以外の
ACアダプタをご使用になると、本機の回
路を損傷したり、過熱するなど大変に危険
です。

●電池が消耗していませんか？
　消耗した電池を使用していると、電源が
入らないことがあります。新しい電池と
交換するか、専用のACアダプタ
（AC0615J）を使用してください。

本機は電子機器のため、まれに静電気やそ
の他の原因で不具合を起こすことがありま
す。不具合によって、表示が乱れたり電源
のON/OFF ができないなど、正常に動作し
なくなったときは、「本機の初期化」をして
ください。
 P.75「本機を初期化
する」

各部の名前とはたらき

ディスプレイの見かたとはたらき

故障かな？と思ったら
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■本体（表）

■テキスト画面

■本体（内部）

① 行頭マーク（　 　…　、　　 … 　）
行頭に表示され、何行目かを示します。
    、    は印刷できる行を表し、   、    はその
行に文字がまだ入力されていない（確定し
ていない）ことを表しています。
    、    は印刷できない行を表しています。
    が表示されているときは、印刷できません。

② 確定文字（例：123A）
入力が確定した文字で、印刷されます。
        で変換された直後は、仮確定の状態に
なり、続けて        で変換できます（仮確定
文字も印刷されます）。仮確定文字は、       
を押すか、続く文字を入力すると確定します。
仮確定文字は         で漢字変換できません。

③ ネガ文字（例：  あい ）
入力中の文字で印刷されません。         で漢
字に、        でひらがな、カタカナ、ABC（大
文字）、abc（小文字）に変換できます。

④ 点滅文字
かなめくり入力途中または、    、    ボタンに
よる記号めくり入力途中の未確定の文字で、
同じボタンを連続して押すと文字候補が順
に表示されます。
点滅表示の文字は、印刷されません。

⑤ 文字モード指定マーク（   ）
行、段落単位で、飾り字などの機能を変更
すると表示されます。

⑥ カーソル（  ）
操作を実行する場所を示します。カーソル
位置を基準に、文字や記号を挿入したり削
除できます。

⑦ フルメモリーマーク（   ）
入力可能文字数（約 90文字）をオーバーし
て、これ以上文字が入力できないときに表
示されます。

　 を押してもディスプレイに何も
表示されない

正常な動作をしない

印刷ヘッドにゴミ、ホコリなどが付着する
と文字の一部がカスレることがあります。
別売のヘッド・クリーニングテープ
（SR18C）をご使用になるか、綿棒に市販
の薬用アルコール（エチルアルコール）を
含ませて、印刷ヘッドを掃除してください。

文字がきちんと印刷されない

入力装置 JIS 配列キーボード式（ 59 鍵）
 文字ボタン 39、機能ボタン 20
入力状態 JIS 配列準拠ローマ字入力、かなめくり入力、JIS 配列準拠
 ABC入力、小文字入力、絵文字（記号）入力
漢字変換方式 学習機能付き最長一致熟語／単漢字変換方式
 熟語変換辞書　約 63,000 語（熟語学習容量 約 20語）
 単漢字変換辞書　約 10,000 語（単漢字学習容量 約 30語）

■入力

表示装置 ドットマトリクスSTN液晶パネル
文字表示 102dot× 32dot（6chr×2line）
インジケーター 23 個

■表示

文章メモリー 約 90文字
内蔵ファイル 約 90文字 /5ファイル

■記憶

内蔵文字数 全 5,259 文字
 漢字 JIS 第 1水準 2,965 文字
 漢字 JIS 第 2水準（一部）1,121 文字
 漢字 その他 29文字
 ひらがな・カタカナ
 英数字・記号・その他
内蔵フォント ビットマップフォント　3種類
 （ゴシック、明朝体、てがき）

■フォント

印刷方式 熱転写 PRO印刷方式
印刷濃度 -3 ～ふつう～ +3（7段階）
ヘッド構成 サーマルヘッド・96dot、180dpi （最大印刷幅 13.5mm）
テープカートリッジ 「テプラ」PROテープカートリッジ 4・6・9・12・18mm幅
カッター オートカッター

■印刷

電源 ACアダプタ（専用ACアダプタ AC0615J を使用のこと）
 アルカリ乾電池または充電式ニッケル水素電池（単 3形×6本）
電源スイッチ ボタン式
パワーオフ 操作終了後、約 5分で電源を自動的にオフする
寸法 約 183（W）×219（D）×58（H）mm
重量 約 580g（電池、テープカートリッジを除く）

■電源、その他

動作環境 温度：10 ～ 35℃
 湿度：30 ～ 80%（非結露）
保存環境 温度：-10 ～ 55℃
 湿度：5 ～ 80%（非結露）

■使用条件

 6. 上カバー
 7. テープカートリッジセット部
 8. 固定フック
 9. テープ通路
10. テープ出口

本書の文中で　　　　　　　　 　と記載している箇所、その
ほかさらに詳しい操作説明は「SR170 取扱説明書」（PDF形式）
に記載されています。当社ホームページからダウンロードして
お読みください。
（https://www.kingjim.co.jp/download/manual/tepra/）

当社では使用済み「テプラ」テープカートリッジの回収をおこなっています。使用済みの「テプ
ラ」テープカートリッジは、当社にてリユース（再利用）をおこないますので、テープカートリッ
ジを分解せず、お近くの「回収BOX」設置店までお持ちください。

SR170 取扱説明書

SR170 取扱説明書



ACアダプタのプラグを本機右側面の
ACアダプタ差込み口にしっかりと差し込む
※ 差し込みが不充分だと電源が入らない場合
があります。

ACアダプタは、必ず専用のACアダプタ（AC0615J）をお使いください。

ACアダプタの電源プラグを家庭用コン
セントに差し込む

使う前の準備

1. ACアダプタを接続する
専用のACアダプタ（AC0615J）で、家庭用コンセント（AC100V）から電源を取ります。

・本機には単 3形アルカリ乾電池または単 3形充電式ニッケル水素電池をお使いくだ
さい。その他の電池は使用できません。
・ニッケル水素電池をご使用になる際は、電池設定を「ニッケル水素」に変更してく
ださい。

・テープカートリッジをしっかり押し込まずに上カバーを閉じると、本機やテープ
カートリッジが破損するおそれがあります。
・上カバーはしっかり閉じてください。

電源が入ったまま約 5分間何も操作しないと、電池の消耗を防ぐため、オート・パワー
オフ機能により自動的に電源が切れます（電源が切れても入力した文章はなくなりま
せん）。    をもう一度押すと、オート・パワーオフ直前の状態に戻ります。

電池カバーをはずす
レバーを手前に引きながら電池カバーを持ち上げます。

インクリボンの「たるみ」を取る
セットするテープカートリッジの穴に鉛筆などを差
し込み、矢印方向に軽く巻いて、「たるみ」を取って
ください。

電池の向きに注意して、アルカリ乾電池または充電
式ニッケル水素電池（単 3形×6本）を入れます。

電池カバーの手前の突起を本機のミゾに合わせ、
「パチン」と音がするまでしっかりカバーをはめます。

必ず、電源を切ってからおこなってください。

電池を入れる

上カバーのつまみ部分を持ち上げてカバーを開けます。
つまみ部分を持って、上カバーを開ける

上カバーを指で軽く押してしっかり閉じます。
上カバーを閉じる

電池カバーをはめる

2. 電池（別売）を入れて使用するときは
本機にアルカリ乾電池または充電式ニッケル水素電池（単3形×6本：別売）を
セットします。

テープカートリッジをセットした直後は、テープの「たるみ」を取るため、必ず「テー
プ送り」または「送りカット」をしてください。

3. テープカートリッジをセットする

    を押す
電源が入るとタイトル画面が表示されます。
すでにテキストが入力されているときは、タイトル
画面のあとにテキストが表示され、指定されている
機能のインジケーターが点灯します。

4. 電源を入れる

・必ず、電源を切ってからおこなってください。
・上カバーは図の位置で止まります。無理に開けない
でください。
・上カバーを持って、本機を持ち上げないでください。
カバーがはずれて本体が落下すると、けがや本体が
破損するおそれがあります。

セットするテープカートリッジをラベルの貼って
ある面を上にして、しっかりと押し込みます。正
しくセットすると、本機の固定フックにテープカー
トリッジが固定されます 。テープの先端が長めに
出ているときや新品のテープカートリッジをセッ
トするときは、曲がったテープの先端をまっすぐ
にし、テープを「テープ通路」のミゾに通します。

テープカートリッジをセットする

     を押しながら、       （＝テープ送り）を押す
「テープ送り」メニューが表示されます。

5. テープ送りをする

          で「テープ送り」または「送りカット」を選ぶ

       を押す
「テープ送り」の場合は、テープが約 18mm空送りされます。
「送りカット」の場合は、空送りされたあと、テープが自動的にカットされます。

文字を入力する

入力方式の設定
本機では、「ローマ字入力」と「かなめくり入力」の2つの入力方式で、文字を
入力することができます。

全文消去では、入力中の文章と書体などの指定内容が消去されます。消去をおこなう前に、
充分に確認してください。

2桁の数字は、     を押して「2桁数字」を選んで入力します。文字ボタンでの入力では 2
桁数字にはなりません。

※ここでは「ローマ字入力」を例に説明します（初期設定値はローマ字に設定されています）。
　                                P.27「かなめくり入力」

                                P.94「絵・記号一覧表」

      を押しながら、       （＝環境設定）を押す
「環境設定」メニューが表示されます。

「さかい」がネガ表示になります。

「さかい」という読みの漢字候補が点滅表示されます。
         を押すたびに、候補が次々と表示されます。
候補は、熟語から先に表示されます。

「堺」が確定します。

     、     、     

ABC（大文字）入力の場合     abc（小文字）入力の場合

           で「入力方式」を選び        を押す

        を押す
           で「ローマ字」または「かなめくり」を選ぶ

漢字を入力する
漢字は、「読み」をひらがなで入力してから変換します。
例 ： 「堺」を入力する

       を数回押してひらがな入力モードを選ぶ

「さかい」を入力する

「絵・記号」メニューが表示されます。
     を押す

        を押す

        を押す

         または        を数回押して「堺」を点滅表示させる

英数字を入力する
英数字を入力するときは、入力モードを「ABC（大文字）入力」または「abc（小
文字）入力」にして、直接入力します。
例 ： 「BOX」、「box」を入力する

文字を削除する
文字の後ろ（右側）にカーソルを合わせて       を押すと、文字が削除されます。

       を押して入力モードを選ぶ

「BOX」を入力する

さ           か        い

ローマ字入力
              、            、    

           で「絵文字」を選ぶ

        ×2回
カーソル

文字を挿入する
文字を挿入したいところにカーソルを合わせて入力します。

すべての文章を消去する
入力した文章をすべて消去するときは「全文消去」を
おこないます。      を押しながら       （＝全消去）を押し、
「実行？」と表示されたら        を押します。

絵・記号を入力する
操作パネルに表記されていない絵文字や記号は、
絵・記号メニューから指定します。

入力する
カーソル

例 ：

ここを入力します

「    」が入力されます。

手順     で「記号」を選ぶと、同様の操作で
記号を入力できます。

         で「    」を選ぶ

「絵文字」メニューが表示されます。
        を押す

「趣味」の絵文字が表示されます。
            で「趣味」を選び、        を押す

        を押す

ラベルの向きを変える（縦・横）
       を使うと、ラベルの向きを「たて書き」または「よこ書き」に切り換えられます。

・        ボタンは文章全体のラベルの向きを変えます。
・編集機能の「縦・横」では文章単位または段落単位で指定できます。

2行目に行頭マークが表示されます。

新しい行を作る
行の終わりで        を押すと、新しい行に入力する
ことができます（改行）。
「営業1課」を入力し、       を押す

例 ：

3行目に行頭マークが表示されます。

続けて 3行目を入力します。

「営業2課」を入力し、       を押す

1 行目「    内線」
2行目「営業部」と入力します。

新しい段落を作る
     を押しながら       （＝改段落）を押すと、新しい段落ができます。

段落1を入力する

「たて書き」と表示された場合は、たて書きになります。
「よこ書き」と表示された場合は、よこ書きになります。
テキスト画面では、文字の向きは変わりませんが、たて書き・
よこ書きの指定はインジケーターで確認できます。

       を押す

1 行目「営業 1課   131」
2行目「営業 2課   132」
3行目「営業 3課   133」と入力します。

段落2を入力する

例 ：【ラベルは】 【画面上では】

新しい段落が発生し、    が表示されます。

文末にカーソルを合わせ、     を押しながら        （＝改段落）
を押す

段落1 段落 2

段落 1

段落 2

文字サイズを指定する
       を使うと、文字サイズを一段階ずつ切り換えられます。各行の文字サイズを
選択肢の組み合わせから選択できます。

        を押すたびに選択肢が切り換わります。
カーソルがある行の文字サイズは、ディスプレイのインジケーター
で確認できます。

目的の文字サイズになるまで       を押す

書体を変える
ラベルの書体は3種類あります。       を押すことで切り換えることができます。

印刷したラベルの裏紙をはがして貼ります。

印刷する

        を押すたびに、書体の指定を切り換えられます。
目的の書体になるまで       を押す

■書体例

「準備中」と表示されたあと、ラベル長さと印刷枚数が表示され、印
刷が始まります。印刷が終わるとテープは自動的にカットされます。

       を押す

ゴシック 明朝体 てがき

・         は文章全体の書体を変えます。段落ごとや文字ごとに指定することはできません。
・編集機能の「書体」では文章単位、行単位または段落単位で指定できます。

ラベルを貼る

裏紙をはがす しっかりとこすって貼り付ける

       を押す

ファイル番号は数字ボタンでも選択できます。
           で登録番号を選び、       を押す

           で「登録」を選び、        を押す

                    で文章を確認できます。
「登録実行」と表示され、テキスト画面に戻ります。

内容を確認し、        を押す

文章を呼び出す・登録する（ファイル）

その他の機能

ファイルを登録する

作成した文章をファイルとして登録しておけば、必要に応じて呼び出し、変更や印刷が
できます。ファイルには、文字とレイアウトなどラベルの状態がそのまま登録されます。

テープカートリッジの詳しい使用方法は、テープカートリッジのパッケージおよ
び同梱されている取扱説明書をご覧ください。

       を押す

ファイル番号は数字ボタンでも選択できます。

①     （プレビュー）
　印刷前に、印刷するイメージを表示して、できあがりを確認できます。
　                                P.58 「印刷イメージを確認する（プレビュー）」

②     （お名前タグ）
　入力した文字や記号を、お名前タグ専用のフォームで印刷します。
　                                P.66 「お名前タグ印刷をする」

③     （ピッとコード）
　入力した文字や記号と一緒に、二次元コード「ピッとコード」を印刷します。
　                                P.67 「ピッとコード印刷をする」

④         （編集）
　文字間や飾り字、外枠などを指定して、見栄えの良いラベルを作成することができます。
　                                P.50 「編集の機能を使いこなす」

           で番号を選び、        を押す

           で「呼出」を選び、        を押す

                    で文章を確認できます。
「呼出実行」と表示され、文章が呼び出されます。

内容を確認し、        を押す

ファイルを呼び出す

「登録実行」表示中はACアダプタや電池を抜かないでください。ファイルが壊れる場
合があります。

ファイルを呼び出すと、テキスト画面で作成していた文章は失われます。必要な文章
はあらかじめファイルに登録してください。

「自動カット」を「しない」で印刷したラベルは、テープカートリッジを本機から取
り出して、カートリッジ側にテープを 3mm（りぼんの場合は 10mm）程度残し、市
販のハサミでまっすぐにカットしてください。
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電池カバー

つまみ

上カバー

テープの先端を
「テープ通路」に通す

ラベル面を上にする

テープの先端を
まっすぐにする

SR170 取扱説明書

SR170 取扱説明書

SR170 取扱説明書

SR170 取扱説明書

SR170 取扱説明書

SR170 取扱説明書

　                                P.74「電池種類を変更する」

　                                P.22

SR170 取扱説明書

SR170 取扱説明書

テープカートリッジを使いわける
使用するテープ種類に合わせて、下記の通り対応してください。

テープ種類 設定方法
カッター使用
禁止

耐熱ラベル・アイロンラ
ベル・マグネットテープ・
りぼん

「自動カット」無効で印刷する。

印刷濃度を「＋3」に設定して印刷する。

「特殊印刷」で「鏡文字印刷」をする。

印刷がカスレた場合、印刷濃度を「＋3」に設定して
印刷する。

      を押しながら    （＝自動カット）を押す
「自動カット」メニューが表示されます。

上質紙ラベル・アイロン
転写テープ・グレー文字
ラベル・ギフトシール・
クラフトラベル白文字

アイロン転写テープ

耐熱ラベル印刷濃度の
調整が必要

鏡文字の設定
が必要

            で「しない」を選び         を押す
自動カットが無効に設定されます。
        を押す
印刷が始まります。印刷が終わるとテープはカットさ
れず、そのまま止まります。

      を押しながら       （＝環境設定）を押す
「環境設定」メニューが表示されます。
           で「印刷濃度」を選び        を押す

印刷濃度が設定されます。
           で濃度を調整し、        を押す

文章を入力し、     を押しながら    （＝特殊印刷）を押す
「特殊印刷」メニューが表示されます。
           で「鏡文字印刷」を選び        
を押す
鏡文字ラベルが印刷されます。


